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いじめのない学校を目指して   教諭 蜂屋 佳史 

【札幌市が掲げるいじめ防止のビジョン】 

           学校・家庭・地域総ぐるみで 

いじめは「しない・させない・許さない」を徹底 

今年度、札幌市が新たに掲げたいじめ防止のビジョンです。本校の「いじめ防止基本方針」（ホームページ

に掲載）にも今年度から掲載しています。近年、いじめによる自殺が後を絶たず、大きな社会問題として取り

上げられています。いじめのない学校・いじめのない社会、これは誰もが望むことですが決して簡単ではあり

ません。 

そこで本校では、毎月関係者による「校内いじめ対策委員会」を開き、いじめに関わる各学年の状況を交流

し、対策を検討しています。また、今年度から、札幌市全体の取り組みとして「シャボテンログ」というアプ

リを使って、生徒一人一人の心と身体の健康状態を毎日把握しています。同アプリは、生徒から教師へ相談の

依頼をすることもできるので、何か困ったことがあった時に生徒が相談しやすい環境も整ってきています。上

記の札幌市のビジョンにもあるとおり、いじめ防止対策推進法においては、いじめの防止には社会総がかりで

取り組むことが示されています。 

 いじめの防止には保護者の皆様や地域の方々の協力が不可欠で、生徒が周囲の大人や地域に見守られている

という安心感を抱くような環境作りが求められています。今後も、学校・家庭・地域が手を取り合い、いつで

も、どこでも、あたたかい目で生徒を見守る陵陽中学校区を築いていきたいと考えています。ご協力よろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

      

           

          コミュニティ・スクールについて  教諭 津村 昌彦 

子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、教育改革や地方創生の観点からも地域

との連携・協働がますます重要視されています。そのため、子どもが社会とのつながりの中で、多様な人と関わりな

たゆまず・ゆたかに・たくましく 



がら学ぶ機会の充実を図り、変化の激しい社会をたくましく歩み続ける力を育むためには、教職員のみならず、地域

にお住いの方や保護者の方から適切なご支援をいただきながら、学校運営の改善を図っていく必要があります。札幌

市では2024年度から順次、コミュニティ・スクール（学校運営協議会を設置した学校）を導入し、保護者や地域の皆

さんが学校運営に参画し、学校が家庭や地域と一体となって、子どもの育ちや学びの充実に継続して取り組み、「地

域とともにある学校づくり」を実現していくことになっています。 

本校でも、来年度の2025年度実施に向けてコミュニティ・スクールに関わる枠組みを陵陽中校区の小学校と協力し

ながら整備しております。本校のコミュニティ・スクール導入に際しまして、ご理解、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。 
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◆ 演劇部全道大会で優秀賞◇◆ 

第 19回北海道中学生演劇部発表大会が 11月 30日～12月１日に、札

幌市教育文化会館で行われました。道内４地区５校が参加し、陵陽中学

校演劇部が優秀賞に選ばれました。 

ご支援いただいております保護者 

の皆様、地域の皆様、誠にありが 

とうございました。 

 

 

◆福祉年賀状の取組◇◆ 

 今年度も「ふれあいネットワーク平岸」

様と「美園地区福祉のまち推進センター（黄

色いりんご）」様のご依頼で、高齢者の方宛

に１・２年生の生徒を中心に年賀状を作成

しました。作成した年賀状（約 500 枚）は

お正月に地域の高齢者のお宅に届けられる

予定です。 

 

  

 

 ◇◆ 親子ふれあい教室◇◆ 

10月28日、29日の２日間、３年生の家庭科の授業の一環として、親子ふれあい教室が行われました。豊平区の子育て

サロンと地域の子育てサロンの共催で、親子16名が参加しました。グループ交流では、生徒は０～１歳児と触れ合い、

泣いている子どもに玩具を見せてあやしたり、絵本を読んだりするなど 

保護者の実体験をしました。膝の上で子どもを抱く姿も見られ、「小さく 

て柔らかい」と命の温かさを感じた生徒もいました。母親との交流も行 

われ、育児の苦労などを質問する場面が見られました。命の大切さを人 

との関わりを通して学べる大変貴重な機会となりました。 

http://www.ryoyo-j.sapporo-c.ed.jp/

